
平成11年12⽉21⽇

⽇本電信電話株式会社

究極の⾳声合成技術「FinalFluet」を開発
―⾁声と遜⾊のない“⼥声”合成⾳声を実現―

 NTTは、任意の漢字かな混じりテキスト⽂を⾼品質な合成⾳声に変換する
⾳声合成技術「FinalFluet」を開発しました。「FinalFluet」は、⾳声合成の単
位として、「複合⾳韻連鎖単位（マルチフォームユニット）」を採⽤するこ
とにより、“男声”に⽐べ⾳声合成が難しいとされてきた“⼥声”の合成を、⾁
声と遜⾊のない⾃然さで実現しました。また、合成⾳声の⾼低、イントネー
ション、感情的⾳声等も簡単に制御できます。

 「FinalFluet」は、需要が増⼤している各種情報案内サービスでの利⽤、あ
るいは電⼦メールやホームページの読み上げ等のインターネット上での利
⽤、各種マルチメディアコンテンツ作成への応⽤等、幅広い⽤途が⾒込まれ
ます。今後、NTTではさらに⾃然で表現豊かなイントネーションの⽣成に取
り組む予定です。

＜開発の背景＞

 ⾃動バンキングサービスや⾳楽速報など、合成⾳声による情報案内サービ
スが実⽤化されています。しかし、案内⽂等のテキスト情報を合成⾳声にす
る場合、従来の⾳声合成では⼦⾳-⺟⾳連鎖をベースに細分化された⾳声をつ
なぎ合わせて合成するため、案内⽂全体の合成⾳声の⾃然性に問題がありま
した。そのため、テキスト情報から⾃然な⾳声を合成する技術の実現が待ち
望まれていました。

＜主な特徴＞
 
1) ⾁声と遜⾊のない⾃然で明瞭な⾳質
   FinalFluetでは、「⾃然性」および「明瞭性」に重点をおき、発声した



⼥性の⾳声と遜⾊の無い合成⾳声を実現しました。多くの情報案内サー
ビスは、定型的なテキストと頻繁に更新されるテキストから構成されま
す。このような場合に定型⽂を録⾳⾳声、更新テキストを⾳声合成とい
う組み合わせで⾏いますが、従来の合成⾳声では⾁声との品質差が⼤き
く、結果として⾮常に印象の悪いサービスとなりがちでした。

 FinalFluetで道路交通情報を提供する場合、定型的⽂章は⾁声であらか
じめ収録しておき、「〜キロメートルの渋滞」などの表現や道路名・交
差点名といった、更新される情報部分を⾳声合成し、これらを組み合わ
せて、⾃然で、かつ運⽤コストのかからない⾳声情報案内サービスを実
現できます。

 
2) 声質・発声速度・声の⾼さ・抑揚などを⾃由に設定可能
   利⽤するサービスの⽬的に応じて、声の⾼さ・抑揚・声質などを⾃由
に設定できます。例えば、あるサービスでは声の⾼さ・声質を⾼めに、
抑揚を強く設定することにより、⻭切れの良い明るい感じの⾳声にで
き、逆にこれらの設定を押さえ気味にする事により、落ち着いた感じの
⾳声にすることが可能です。

 
3) 特定の語彙のイントネーションを事前に登録可能
   FinalFluetでは、特定の語彙・フレーズについて、予めイントネーショ
ンなどを変えて登録することができます。例えば、特定地⽅における情
報案内サービス⽤途として、その地⽅の⾔いまわしや、フレーズ（例:
「おおきに」）に⽅⾔イントネーションをもたせ、親近感を抱かせた地
域密着型情報案内サービス提供が可能となります。あるいは情報案内サ
ービスの中で、キャッチフレーズ的に利⽤されるテキストを特に強調し
た⾔いまわしとするなどが可能となります。

＜技術のポイント＞
 
1) ⾳声合成単位に独⾃の「複合⾳韻連鎖単位（マルチフォームユニッ
ト）」を採⽤

   合成⾳声は、⾳声合成単位(*１)の組み合わせとしてつくられますが、
NTTでは、FinalFluetの⾳声合成単位に、「複合⾳韻連鎖単位（マルチフ
ォームユニット）」を採⽤しました（図）。

 従来の⾳声合成単位の多くでは、⼦⾳‐⺟⾳単位で結合点が発⽣しま
す。このため、不連続が⽣じやすくなり、⼈⼯的で不⾃然な合成⾳声と
なっていました。FinalFluetでは、⾳声合成単位の結合点を従来に⽐較し
て少なくする「複合⾳韻連鎖単位」により、⾃然な合成⾳声を実現しま
した。「複合⾳韻連鎖単位」では、⾳声合成単位を2つの条件に基づいて
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決定します。

<1>⺟⾳の連続はできる限り⼀つの合成単位として持ち、接続は原則とし
て⺟⾳から⼦⾳に移る箇所とする。

<2>同じ⾳韻の系列においてもイントネーションの異なる複数の合成単位
を⽤意する。

 NTTでは、この2つの条件を前提に、⽇本語データベースから必要にし
て⼗分と考えられる約６万の⾳声合成単位を作成しました。この結果、
結合点を従来と⽐較して少なくすることができ、さらに同じ⾳でも⽂頭
の声の上がる調⼦の部分と、⽂末の声の下がる部分など、⾳声の⾼低変
化による違いが考慮されており、⾁声に近い合成⾳声出⼒が可能になり
ました。

 
2) ⾳声デザインツールとして独⾃開発の「Sesign99」を搭載
   FinalFluetは⾳声の制御、編集機能に、⾳声デザインツール「Sesign99」
を搭載しています。Sesign99は、GUI環境のもと、各種パラメータをマウ
スで操作するだけで簡単に合成⾳声の⼤きさ、声質、ピッチなどを変更
できるツールです。また、⼀度作成したユーザ独⾃のイントネーション
をライブラリ化することもできるため、誰でも⼿軽に⾼度な⾳声編集が
可能です。

 

＜⽤語解説＞
 
  *１︓⾳声合成単位
  ⾳声合成の元となる⾳声素⽚で、合成単位を結合する事によって連
続⾳声を⽣成する。

・図︓FinalFluetと従来型⾳声合成技術との合成単位接続⽐較
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